
必要である。

帳票として印字するものではなく、【仕様書
別紙1のP.215】を想定している。

何の時間が付与されているか、理解できればよく、
常に表示することまでは求めない。

存在しない。

含まない。



終点地から次便の運行まで時間間隔が一定程度
空く場合、自動で回送地を設定するものである。
また、自動設定される回送は手動でも修正可能
であること。なお、車庫を限定するものでは
ない。

移動時分設定に関連する項目で、仙台駅前バス
7ターミナル内の【仙台駅前終点降車場】から
【仙台駅前◯番のりば】へ、移動にかかる時間
を設定するもの。仙台駅前バスターミナルを
起終点とする系統は多く存在し、それぞれ
のりばが分かれている。各のりばへの移動時分
と、各系統にどの移動時分が設定できれば問題
ない。

車庫及び駐車場における敷地内の駐車台数(容量)
を指すもの。

その認識で問題ない。



その認識で問題ない。

行先コード及び切替コードについて、1運行の中
で、行先が複数回変わる系統があり、現状足り
ていない。経由地名や行先名について、時刻表
に反映されるもので、通過停留所によって、
経由地名などを変更し、運用しているが、足り
ていない箇所もある。これらの設定数を増やす
(不足分よりも多く)ことにより、将来的に足り
なくなることを避けたいため。

停名デジタル番号とはバス車載器と連携するために設定
するもので、系統1つ1つに3～4桁の数字をコードとして
設定している。バス車載器でそのコードを呼び出すことが
でき、系統設定する。

その認識で問題ない。

各系統へ登録する機能も必要である。

バスベイなどを設け、時刻調整可能な停留所
を指す。

それぞれの停留所時刻表への表示内容を設定
するもの。



乗継とは1運行において、長距離の系統に対し、
特定の地点で運転士を交代させるものであり、
それにかかる車両数を指す。

現在は使用していない機能であるが、過去に
特殊な運行にかかるシミュレーションにおいて、
使用していたものと推測する。

対象系統の属性設定を行う場合に活用している。

現在は他システムとの連携を要さない機能で
あることから、ダイヤシステム単体で登録可能
であること。

記録用として存在する機能であり、帳票類に
反映されることはない。他に情報を記録できる
機能があれば問題ない。


